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【参考】 SIBに関する自治体の現状及びニーズ等の調査（1/3）

■ 弊社は、全地方公共団体を対象とした、SIBに関するアンケート調査を2018年に実施（有効回答率31.2%）。
■ アンケートに回答した地方公共団体のうち、約11％は既にSIBに関する具体的な行動を開始。
■ さらに約70％の地方公共団体は、具体的な行動には至っていないものの、SIBに興味・関心を持っている。

問 SIBの導入に興味・関心がありますか。［各課題領域１つまで］

SIBの導入への興味・関心（地方公共団体の数と割合）

その他の地方公共団体

なお、①、②のいずれかを回答した地方公共団体の数は、
１７(全回答者の３.０％)

具体的なアクションを起こしている地方公共団体
ある１つ以上の課題領域について、
「①既にSIBを導入している」、
「②SIBの導入を検討している」、
「③SIBに関する情報を収集している」
のいずれかを回答した地方公共団体

ある１つ以上の課題領域におけるSIBについて、
「④興味・関心を持っているが、情報収集は行ってい
ない」と回答した地方公共団体

どの課題領域においてもSIBに
「⑤興味・関心がない」と
回答した地方公共団体

（無回答を含む）

今後、アクションを起こし得る予備軍

※割合については、四捨五入の関係から、
合計値が100とはならない。
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【参考】 SIBに関する自治体の現状及びニーズ等の調査（2/3）

■ SIBの導入が想定される課題領域としては、「高齢化」、「公共施設」、「地域コミュニティ」、「公共交通」が多く
想定されている。

■ SIBは課題領域にとらわれない導入の可能性が想定されている。
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その他

環境・エネルギー（ＣＯ２の削減等）

少子化（地域コミュニティの維持等）

健康（子供の健康等）

教育・生活支援（引きこもり対策等）

観光（ガイドの確保、観光施設の老朽化対策等）

地場産業（担い手の確保、育成等）

雇用（働き場の確保等）

公共交通（コミュニティバスの維持等）

地域コミュニティ（空き家の減少等）

公共施設（施設の有効活用等）

高齢化（医療・介護費用の削減等）

（件）SIBの導入が想定される課題領域

問
貴自治体でのSIBの導入が想定される課題領域について選択してください。［複数回答可］
また、具体的な内容についても記入して下さい。

（n=558）

※回答件数の合計は1,456件(無回答含む)
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【参考】 SIBに関する自治体の現状及びニーズ等の調査（3/3）

■ 興味を持った理由は、「民間のユニークなアイデアが期待できる」、「(従来の手法では対応が困難であった)社
会課題を解決できる」が、SIBのメリットとしてよく示される「(将来の)行政コストの削減」よりも上位となっている。
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問
（問２で「既にSIBを導入している」、「SIBの導入を検討している」、「SIBに関する情報を収集している」のいずれかを回答した61の地方公共団体が回答）

SIBの導入に興味・関心を持った理由は何ですか。 ［各課題領域２つまで］

※回答延件数の合計は365件
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その他

新たな政策ツールとしてのプロモーション効果が期待できる

成果が出なければ対価を払わなくてよい

民間資金を活用できる

（将来の）行政コストを削減できる

（従来の手法では対応困難であった）社会課題を解決できる

民間のユニークなアイデアが期待できる

（件）SIBの導入に興味・関心を持った理由（各領域回答合計）（n=61）

• 新たな政策評価手法の一つとして情報収集しているため
• 社会課題の共有のため
• 多様化するニーズに対する人材不足、財源不足が見込まれるため
• 事業成果の視覚化及びその客観的評価が可能となるため
• 政府の「未来投資戦略2017」「まち・ひと・しごと創生基本方針2017」に
記載があるため

• 市議会の質問による
• 金融機関からの情報提供のため 等


